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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流の電源電圧を昇圧回路で昇圧し、その出力電圧により自発光ディスプレイを駆動し
て画像データを表示するにあたり、
　前記画像データの平均輝度に応じて電圧値を導出し、該電圧値に応じて昇圧回路からの
出力電圧が制御され、前記出力電圧に応じて自発光ディスプレイ全体の輝度が制御される
ものであって、
　次に表示する画像データの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とを比較し、次に
表示する画像データの電圧値が現在表示中の画像データの電圧値よりも小さい場合、次に
表示する画像データの電圧値より低い値を、次に表示する画像データの電圧値に設定し、
次に表示する画像データの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とが等しい場合、現
在表示中の画像データの電圧値を次に表示する画像データの電圧値に設定し、次に表示す
る画像データの電圧値が現在表示中の画像データの電圧値よりも大きい場合、次に表示す
る画像データの電圧値をそのまま次に表示する画像データの電圧値に設定する工程、
　を有することを特徴とする自発光ディスプレイの画像表示方法。
【請求項２】
　直流の電源電圧を昇圧する昇圧回路と、その出力電圧で駆動する駆動回路により画像デ
ータを表示する自発光ディスプレイとが設けられた画像表示装置において、
　前記画像データの平均輝度に応じて電圧値を導出し、該電圧値に応じて昇圧回路からの
出力電圧が制御され、前記出力電圧に応じて自発光ディスプレイ全体の輝度が制御される
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ものであって、
　次に表示する画像データの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とを比較し、次に
表示する画像データの電圧値が現在表示中の画像データの電圧値よりも小さい場合、次に
表示する画像データの電圧値より低い値を、次に表示する画像データの電圧値に設定し、
次に表示する画像データの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とが等しい場合、現
在表示中の画像データの電圧値を次に表示する画像データの電圧値に設定し、次に表示す
る画像データの電圧値が現在表示中の画像データの電圧値よりも大きい場合、次に表示す
る画像データの電圧値をそのまま次に表示する画像データの電圧値に設定する手段、
　を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自発光ディスプレイの画像表示方法および画像表示装置、特に、バッテリを
電源とする携帯端末などに適用するに好適な画像表示方法および画像表示装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話等の携帯端末として、電子メール機能、ウェブ閲覧機能、ゲーム機能、
撮影機能、画像再生機能、テレビ放送受信機能等の画像表示を伴う機能を搭載したものが
普及している。
【０００３】
　このような携帯端末では、画像を表示するディスプレイとして、一般に液晶ディスプレ
イが搭載されているが、最近では自発光型の有機ＥＬ素子をマトリックス状に配列してな
る有機ＥＬディスプレイを搭載したものが提案されている。
【０００４】
　この有機ＥＬディスプレイは、有機ＥＬ素子単体で緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）、赤色（Ｒ
）等の単色に発光させることができることから、異なる色を発光する有機ＥＬ素子を組み
合わせることで、高輝度、広視野角のマルチカラーディスプレイを構成することができ、
また、液晶ディスプレイのようなバックライトを必要としないことから、これを搭載する
携帯端末の薄型化および省電力化が図れる利点がある。
【０００５】
　しかし、有機ＥＬディスプレイを携帯端末に搭載する場合、携帯端末に装填されるリチ
ウム・イオン電池などの１セルのバッテリ電圧では、有機ＥＬディスプレイを駆動できな
いため、バッテリ電圧を昇圧する昇圧回路が必要となり、その分、消費電力が増加してバ
ッテリの使用時間が短くなる。
【０００６】
　一方、有機ＥＬディスプレイは、発光輝度の高い有機ＥＬ素子程、電力を多く消費する
ことから、全画素に占める輝度値の高い画素の割合が高ければ高い程、電力消費が大きく
なる。
【０００７】
　したがって、有機ＥＬディスプレイを搭載する携帯端末の更なる省電力化を図り、バッ
テリの使用時間を長くするためには、有機ＥＬディスプレイの消費電力を少なくするのが
最も効果的である。
【０００８】
　その一つの方法として、例えば、表示情報における背景の平均輝度が文字の平均輝度よ
りも低くなるように、例えば表示情報における文字を白色に、該文字の背景を黒色に補正
するようにしたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００９】
　また、他の方法として、各有機ＥＬ素子を、輝度調整スイッチを介して電源部に接続し
、映像信号に同期して輝度調整スイッチのデューティサイクルを変更することにより、階



(3) JP 4969868 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

調制御に関係なく輝度を調整するようにしたものも知られている（例えば、特許文献２参
照）。
【００１０】
【特許文献１】特開２００２－１９９０７８号公報
【特許文献２】特開２００３－１０８０７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記特許文献１に開示の方法によると、全画素に占める輝度値の高い画素の割合を低く
できるので、有機ＥＬディスプレイ全体としての電力消費を低下させることができる。
【００１２】
　しかしながら、携帯端末に搭載されている昇圧回路は、一般にスイッチング・レギュレ
ータであるＤＣ－ＤＣコンバータで構成されており、その電源効率は、例えば図１０に示
すような特性を有している。
【００１３】
　すなわち、図１０から明らかなように、ＤＣ－ＤＣコンバータからなる昇圧回路では、
負荷の消費電流が同じ場合には、入出力電圧差が少ないほど電源効率は良くなる。したが
って、出力電圧が低下することにより消費電流が増えた場合でも電源効率が改善され、回
路全体の消費電力が低下することになる。なお、図１０は、入力電圧を３．３Ｖと一定と
した場合の出力電圧および消費電流による電源効率特性を示している。
【００１４】
　このため、特許文献１に開示の方法では、昇圧回路の出力電圧を一定とすると、有機Ｅ
Ｌディスプレイ全体としての電力消費は低下するが、昇圧回路の電源効率が低下して、結
果としてバッテリ端では、十分な省電力効果が期待できない場合がある。
【００１５】
　また、上記特許文献２に開示の方法では、各有機ＥＬ素子に対し、電源部に接続した輝
度調整スイッチを映像信号に同期してオン・オフしてデューティサイクルを変更すること
により輝度を調整しているので、各有機ＥＬ素子の電源オン期間の消費電力を削減するこ
とができる。
【００１６】
　しかし、この場合、オン期間は各有機ＥＬ素子に対して、最大長の期間に亘って電圧を
印加する必要があるため、昇圧回路の出力側では電流値が変化することになる。このため
、上記の特許文献１の場合と同様に、昇圧回路の電源効率が低下して、結果としてバッテ
リ端では、十分な省電力効果が期待できない場合がある。
【００１７】
　なお、上述した省電力化の課題は、特にバッテリを電源として用いる場合に重大となる
が、商用電源を整流する直流電源を用い、その出力電圧を昇圧回路で昇圧して有機ＥＬデ
ィスプレイを駆動する場合にも同様に重要である。また、有機ＥＬディスプレイに限らず
、ＬＥＤディスプレイ等の他の自発光ディスプレイを、昇圧回路を用いて駆動する場合も
同様である。
【００１８】
　したがって、かかる事情に鑑みてなされた本発明の目的は、昇圧回路を含む全体の消費
電力を効果的に削減できる自発光ディスプレイの画像表示方法および画像表示装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記目的を達成する請求項１に係る自発光ディスプレイの画像表示方法の発明は、直流
の電源電圧を昇圧回路で昇圧し、その出力電圧により自発光ディスプレイを駆動して画像
データを表示するにあたり、前記画像データの平均輝度に応じて電圧値を導出し、該電圧
値に応じて昇圧回路からの出力電圧が制御され、前記出力電圧に応じて自発光ディスプレ
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イ全体の輝度が制御されるものであって、次に表示する画像データの電圧値と現在表示中
の画像データの電圧値とを比較し、次に表示する画像データの電圧値が現在表示中の画像
データの電圧値よりも小さい場合、次に表示する画像データの電圧値より低い値を、次に
表示する画像データの電圧値に設定し、次に表示する画像データの電圧値と現在表示中の
画像データの電圧値とが等しい場合、現在表示中の画像データの電圧値を次に表示する画
像データの電圧値に設定し、次に表示する画像データの電圧値が現在表示中の画像データ
の電圧値よりも大きい場合、次に表示する画像データの電圧値をそのまま次に表示する画
像データの電圧値に設定する工程、を有することを特徴とする。
【００２５】
　さらに、上記目的を達成する請求項２に係る画像表示装置の発明は、直流の電源電圧を
昇圧する昇圧回路と、その出力電圧で駆動する駆動回路により画像データを表示する自発
光ディスプレイとが設けられた画像表示装置において、前記画像データの平均輝度に応じ
て電圧値を導出し、該電圧値に応じて昇圧回路からの出力電圧が制御され、前記出力電圧
に応じて自発光ディスプレイ全体の輝度が制御されるものであって、次に表示する画像デ
ータの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とを比較し、次に表示する画像データの
電圧値が現在表示中の画像データの電圧値よりも小さい場合、次に表示する画像データの
電圧値より低い値を、次に表示する画像データの電圧値に設定し、次に表示する画像デー
タの電圧値と現在表示中の画像データの電圧値とが等しい場合、現在表示中の画像データ
の電圧値を次に表示する画像データの電圧値に設定し、次に表示する画像データの電圧値
が現在表示中の画像データの電圧値よりも大きい場合、次に表示する画像データの電圧値
をそのまま次に表示する画像データの電圧値に設定する手段、を備えたことを特徴とする
。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、現在表示中の画像データに対応する電圧と、次に表示する画像データ
に対応する電圧とに基づいて、次に表示する画像データの設定電圧を定め、この設定電圧
により画像データを表示するようにした。これにより、表示する画像データに応じた設定
電圧を定めることができるから、昇圧回路を含む全体の消費電力を効果的に削減すること
が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について、図を参照して説明する。
まず、本発明の実施の形態に係る画像表示装置の構成について説明する。図１は、画像表
示装置の概略構成を示すブロック図である。
【００２８】
　この画像表示装置は、携帯電話やＰＤＡ等の携帯端末に搭載されるものであり、リチウ
ム・イオン電池等のバッテリ１１を電源として、そのバッテリ１１の電源電圧をスイッチ
ング・レギュレータであるＤＣ－ＤＣコンバータを有する昇圧回路１２で昇圧し、その出
力電圧により、複数の自発光の有機ＥＬ素子から構成される画素をマトリックス状に多数
配列してなる自発光ディスプレイである有機ＥＬディスプレイ１３を駆動して画像データ
を表示するものである。なお、図示しないが、有機ＥＬディスプレイ１３は駆動回路を有
している。
【００２９】
　ＣＰＵ１４は、画像データを入力すると、信号処理部１５に供給し、信号処理部１５に
おいて所要の信号処理を行い、信号処理した画像データを有機ＥＬディスプレイ１３に供
給する。
【００３０】
　信号処理部１５は、有機ＥＬディスプレイ１３に対し、順次のフレームの画像データの
表示タイミングに同期して昇圧回路１２の出力電圧をオン・オフして印加するとともに、
その電圧印加タイミング信号または垂直同期信号をＣＰＵ１４に供給する。
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【００３１】
　また、ＣＰＵ１４は、入力した画像データのフレームの表示タイミングに同期して、当
該フレームに対し、昇圧回路１２により制御される電圧値を設定し、当該電圧値に基づい
た電圧制御信号を昇圧回路１２に送出し、昇圧回路１２の出力電圧を制御する。なお、こ
のＣＰＵ１４からの電圧制御信号による昇圧回路１２の出力電圧制御は、信号処理部１５
からの電圧印加タイミング信号による有機ＥＬディスプレイ１３への電圧印加のオフ期間
または垂直同期信号に同期して実行する。
【００３２】
　このため、本実施の形態では、ＣＰＵ１４には電圧設定手段１６およびＲＡＭ１７が設
けられ、信号処理部１５には１フレーム分のフレームバッファ１８が設けられている。こ
こで、電圧設定手段１６は、入力した画像データにおいて、フレーム単位で電圧値を設定
し、その電圧値が設定されたフレームの画像データを信号処理部１５に供給する。この画
像データは、信号処理部１５のフレームバッファ１８に一旦格納されてから、電圧設定手
段１６により送出される電圧制御信号と同期して、有機ＥＬディスプレイ１３に表示され
る。
【００３３】
　また、ＲＡＭ１７には、電圧設定手段１６が画像データに基づいて電圧値を設定するた
めに必要な設定電圧テーブルが格納されている。図２は、輝度平均値に対する設定電圧テ
ーブルを示す図である。電圧設定手段１６は、例えば、入力した画像データについてフレ
ーム単位に輝度平均値を演算し、ＲＡＭ１７に格納された設定電圧テーブルを用いて、そ
の輝度平均値に対応する電圧値を取得し、この取得した電圧値に基づいた電圧制御信号を
昇圧回路１２に送出する。したがって、本実施の形態では、ＣＰＵ１４、信号処理部１５
及び昇圧回路１２を含んで表示制御手段を構成している。
【００３４】
　図２に示した設定電圧テーブルでは、１００％から５０％までの輝度平均値における電
圧値が１７Ｖであり、４０％から１０％までの輝度平均値における電圧値が１６Ｖから徐
々に低下させた値であるのは、以下の理由によるものである。すなわち、有機ＥＬディス
プレイ１３は、例えば図３に示すような印加電圧に対する輝度変化特性を有している。図
３において、明るさを最大輝度（ＲＧＢ１００％）に設定した場合に印加電圧を最低電圧
（ここでは、１１Ｖ）にすると、そのときの明るさ（輝度）は、明るさを４０％輝度（Ｒ
ＧＢ４０％）に設定した場合に印加電圧を最大設定値（ここでは、１７Ｖ）にしたときの
明るさとほぼ同じになる。したがって、輝度が４０％以下の場合は、印加電圧を低下させ
て輝度を調節しても殆ど違和感が生じないことになる。
【００３５】
　次に、図１に示した画像表示装置の動作について説明する。図４は、画像表示装置の動
作を説明するフローチャートである。ＣＰＵ１４の電圧設定手段１６は、有機ＥＬディス
プレイ１３に表示する画像データを取得すると（ステップＳ２０１）、画像データのフレ
ームにおける平均輝度値を算出し、ＲＡＭ１７に格納された設定電圧テーブルを用いて、
その平均輝度値に対応する電圧値を取得し、現在表示中の画像データの電圧値、これから
表示する画像データの電圧値（取得した電圧値）、及びその後の利用者の操作のタイミン
グ等により、電圧値を設定する（ステップＳ２０２）。また、電圧設定手段１６は、画像
データのフレームを信号処理部１５に転送する（ステップＳ２０３）。
【００３６】
　電圧設定手段１６は、有機ＥＬディスプレイ１３への画像データのフレームの表示に同
期した電圧印加タイミング信号を信号処理部１５から入力すると、設定した電圧値に基づ
いた電圧制御信号を昇圧回路１２に送出する。昇圧回路１２は、電圧設定手段１６から電
圧制御信号を受けると、その電圧値の電源を有機ＥＬディスプレイ１３の駆動回路に供給
する。これにより、電圧設定手段１６は、昇圧回路１２を介して駆動回路の電圧を変更す
ることができる（ステップＳ２０４）。そして、信号処理部１５は、画像データを有機Ｅ
Ｌディスプレイ１３に表示する（ステップＳ２０５）。
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【００３７】
　図５は、電圧設定手段１６が設定する電圧値に従って、有機ＥＬディスプレイ１３に表
示される画像データの明るさ（輝度）を示す第１の表示例である。左上の画面及び左下の
画面の画像データに対する電圧値をそれぞれ電圧値（１）及び（３）とし、これらの表示
は、本来の明るさを示しているものとする。電圧設定手段１６は、ＲＡＭ１７の設定電圧
テーブルから電圧値（１）を取得し、画面の最適表示のための処理を行い、電圧値（１）
よりも輝度が約１０％低くなるように、電圧値（２）を設定する。また、電圧設定手段１
６は、ＲＡＭ１７の設定電圧テーブルから電圧値（３）を取得し、画面の最適表示のため
の処理を行い、電圧値（３）よりも輝度が約１０％低くなるように、電圧値（４）を設定
する。これにより、左上の画面及び左下の画面よりも暗い（輝度の低い）画面を表示する
ことができる（右上の画面及び右下の画面）。
【００３８】
　また、図５では、電圧値（１）（２）の画面（上図）の方が、電圧値（３）（４）の画
面（下図）よりも明るい（輝度が高い）ことがわかる。電圧値（１）の画面から（２）の
画面に輝度を落とした場合と、電圧値（３）の画面から（４）の画面に輝度を落とした場
合とを比較すると、前者の方が輝度が極端に落ちているという印象を受けるが、後者の方
はそれほどでもない。すなわち、明るい画面において輝度を落とした場合と、暗い画面に
おいて輝度を落とした場合とを比較すると、利用者は、暗い画面の方が輝度を落としたこ
とに対する印象を受け難く、表示変化が少ない印象を受けることがわかる。
【００３９】
　次に、図１に示した画像表示装置の動作の詳細について、図６を用いて説明する。
有機ＥＬディスプレイ１３に画像１が表示されている状態で（ステップＳ３０１）、利用
者の操作により画面の切り替え要求がなされると（ステップＳ３０２）、ＣＰＵ１４が画
像２データを入力し、電圧設定手段１６は、ＲＡＭ１７の設定電圧テーブルを用いて次画
面である画像２データの電圧値を取得し、当該画像２データの電圧値と現在表示中の画像
１データの電圧値とを比較し（ステップＳ３０３）、大小関係を判定する（ステップＳ３
０４）。判定の結果、画像２データの電圧値が画像１データの電圧値よりも小さい場合（
画像２の方が画像１よりも暗い場合）、取得した画像２データの電圧値より１Ｖ低い値を
、画像２データの電圧値に設定する（ステップＳ３０７）。また、画像２データの電圧値
と画像１データの電圧値とが等しい場合（画像２と画像１とが同じ明るさの場合）、前画
像データである表示中の画像１データの電圧値を画像２データの電圧値に設定する（ステ
ップＳ３０５）。また、画像２データの電圧値が画像１データの電圧値よりも大きい場合
（画像２の方が画像１よりも明るい場合）、取得した画像２データの電圧値をそのまま画
像２データの電圧値に設定する（ステップＳ３０６）。
【００４０】
　そして、利用者の操作を検出しなかった場合（ステップＳ３０８）、電圧設定手段１６
は、画像２データを信号処理部１５に転送し（ステップＳ３０９）、信号処理部１５は、
フレームバッファ１８に画像データがないと判断した場合に（ステップＳ３１０）、電圧
印加タイミング信号をＣＰＵ１４に出力し、電圧設定手段１６は、ステップ３０５～３０
７において設定した画像データ２の電圧値に基づいた電圧制御信号を昇圧回路１２に送出
する（ステップＳ３１１）。そして、信号処理部１５は、画像２データをステップ３０１
において表示中の画像１データと入れ替えて有機ＥＬディスプレイ１３に表示する（ステ
ップＳ３１２）。尚、有機ＥＬディスプレイ１３に表示される画像データは、利用者の操
作により画像が更新されない限り、フレームバッファ１８に格納された画像データで随時
上書きされるから、表示は維持されることになる。
【００４１】
　また、ステップ３１０において、信号処理部１５がフレームバッファ１８に画像データ
があると判断し、かつ、利用者の操作を検出しない場合に（ステップＳ３１４）、前述し
たステップ３１１及び３１２の処理を行う。一方、ステップ３１４において、利用者の操
作を検出した場合は、電圧設定手段１６は、ステップ３０５～３０７において設定した画
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像データ２の電圧値を１／２に再設定する。信号処理部１５は、電圧印加タイミング信号
をＣＰＵ１４に出力し、電圧設定手段１６は、ステップ３１５において再設定した画像デ
ータ２の電圧値に基づいた電圧制御信号を昇圧回路１２に送出する（ステップＳ３１１）
。そして、信号処理部１５は、画像２データをステップ３０１において表示中の画像１デ
ータと入れ替えて有機ＥＬディスプレイ１３に表示する（ステップＳ３１２）。この場合
、画像表示の切り替わり（画像１→画像２→ステップ３１４における操作によって入力さ
れる画像の切り替わり）が速くなるため、中間画像である画像２に対して高い輝度を保持
する必要がないが画像２は表示されるため、画像２データの電圧値を１／２に落としてい
る。
【００４２】
　これに対し、ステップ３０８において、利用者の操作を検出した場合、ＣＰＵ１４は、
画像３データを入力し、画像２データ及び画像２データの電圧値を廃棄する（ステップＳ
３１３）。そして、ステップ３０３に戻り、電圧設定手段１６は、画像１データの電圧値
と、次画像データである画像３データの電圧値とを比較し、前述の処理を行う。
【００４３】
　図７は、電圧設定手段１６が設定する電圧値に従って、有機ＥＬディスプレイ１３に表
示される画像データの明るさ（輝度）を示す第２の表示例である。この例は、利用者の操
作により、画像１の表示（上図左）から画像２の表示（上図中央）、そして画像３の表示
（上図右）に移行することを示している。ＲＡＭ１７の設定電圧テーブルには、画像１に
対して電圧値（１）、画像２に対して電圧値（２）、画像３に対して電圧値（３）が格納
されており、電圧値（１）＞電圧値（２）＝電圧値（３）の関係を有するものとする。下
図左は、電圧値（２）における画像２の表示（本来の画像２の表示）を、下図右は、電圧
値（３）における画像３の表示（本来の画像３の表示）をそれぞれ示す。
【００４４】
　画像１が表示されている状態で、利用者の操作により着信履歴が選択されると、電圧設
定手段１６は、画像１データの電圧値（１）と画像２データの電圧値（２）とを比較し、
画像２データの電圧値（２）が小さいから、画像２データの電圧値（２）よりも１Ｖ低い
電圧値（２）’を設定する（図６のステップ３０１，３０２，３０３，３０４，３０７）
。そして、信号処理部１５は、画像２を表示する（ステップ３１２）。この場合、表示さ
れた画像２は、本来の画像２よりも暗い画像である。
【００４５】
　そして、利用者の操作によりアドレス帳が選択されると、電圧設定手段１６は、画像２
データの電圧値（２）と画像３データの電圧値（３）とを比較し、両値は等しいから、画
像３データの電圧値として現在表示中の画像２データの電圧値（２）’を引き次ぐ。すな
わち、電圧設定手段１６は、画像３データの電圧値として電圧値（２）’を設定する（図
６のステップ３０２，３０３，３０４，３０５）。そして、信号処理部１５は、画像３を
表示する（ステップ３１２）。この場合、表示された画像３は、以前に表示されていた画
像２の明るさと同じであり、本来の画像３よりも暗い画像である。これにより、利用者に
対しては、画像１→画像２（画像１よりも暗く、本来の画像２よりも暗い）→画像３（画
像２と同じ明るさ、本来の画像３よりも暗い）の順で表示される。
【００４６】
　図８は、電圧設定手段１６が設定する電圧値に従って、有機ＥＬディスプレイ１３に表
示される画像データの明るさ（輝度）を示す第３の表示例である。この例は、利用者の操
作により、画像１の表示（左図）から画像２の表示（中央図）をスキップして、画像３の
表示（右図）に移行することを示している。画像１が表示されている状態で、利用者の操
作により着信履歴が選択されると、電圧設定手段１６は、画像１データの電圧値（１）と
画像２データの電圧値（２）とを比較し、画像２データの電圧値（２）が小さいから、画
像２データの電圧値（２）よりも１Ｖ低い電圧値（２）’を設定する（図６のステップ３
０１，３０２，３０３，３０４，３０７）。そして、画像２が表示される前に利用者によ
り画像２における「ＯＫ」に対応する操作がされると、電圧設定手段１６は、画像２デー
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タ及び画像２データの電圧値を廃棄し、画像１データの電圧値（１）と画像３データの電
圧値（３）とを比較し、画像３データの電圧値（３）が小さいから、画像３データの電圧
値（３）よりも１Ｖ低い電圧値（３）’を設定する（ステップ３０８，３１３，３０３，
３０４，３０７）。そして、信号処理部１５は、画像３を表示する（ステップ３１２）。
この場合、画像１の次画面である画像２が上述の画像２における「ＯＫ」に対応する操作
によりスキップされ、本来の画像よりも暗い画像３が表示される。
【００４７】
　図９は、電圧設定手段１６が設定する電圧値に従って、有機ＥＬディスプレイ１３に表
示される画像データの明るさ（輝度）を示す第４の表示例である。この例は、利用者の操
作により、画像１の表示（左図）、画像２の表示（中央図）、そして画像３の表示（右図
）に移行することを示している。この場合、画像２はごく短い時間だけ表示される。画像
１が表示されている状態で、利用者の操作により着信履歴が選択されると、電圧設定手段
１６は、画像１データの電圧値（１）と画像２データの電圧値（２）とを比較し、画像２
データの電圧値（２）が小さいから、画像２データの電圧値（２）よりも１Ｖ低い電圧値
（２）’を設定する（図６のステップ３０１，３０２，３０３，３０４，３０７）。
【００４８】
　そして、画像２データが信号処理部１５に転送され、フレームバッファ１８に画像デー
タが存在する場合に、利用者により画像２における「ＯＫ」に対応する操作が画像２を表
示する前にされると（ステップ３０９，３１０，３１４）、電圧設定手段１６は、画像２
データの電圧値（２）’を１／２に一時的に再設定する（ステップ３１５）。そして、信
号処理部１５は、強制的に明るさを落とした画像２を表示する（ステップ３１２）。さら
に、ステップ３０２を経て、電圧設定手段１６は、上述の画像２における「ＯＫ」に対応
する操作（ステップ３１４）により画像２データの電圧値（２）と画像３データの電圧値
（３）とを比較し、両値は等しいから、画像３データの電圧値として現在表示中の画像２
データの電圧値（２）’（ステップ３１５において１／２に落とす前の値）を引き次ぐ。
すなわち、電圧設定手段１６は、画像３データの電圧値として電圧値（２）’を設定する
（ステップ３０３，３０４，３０５）。そして、信号処理部１５は、画像３を表示する（
ステップ３１２）。このように、画像２は表示してからすぐに画像３の表示が行われ、ご
く短い時間だけ表示されるから、その場合の画像２の電圧値を強制的に１／２に落とすこ
とにより、消費減力を削減することができる。
【００４９】
　以上のように、本発明の実施の形態に係る画像表示装置によれば、電圧設定手段１６が
、表示される画像データに対応した電圧値を含む設定電圧テーブルを用いて、有機ＥＬデ
ィスプレイ１３の駆動回路の電圧値を設定するようにした。通常、有機ＥＬディスプレイ
１３に表示される画面は、利用者の操作に応じて予め決まっている。これにより、有機Ｅ
Ｌディスプレイ１３に表示される画像データ毎に電圧値が設定されるから、画像表示装置
の消費電力を効果的に削減することができる。特に、画像が暗い場合には、利用者は表示
変化が少ない印象を受ける。したがって、違和感を与えることなく、消費電力を削減する
ことができる。
【００５０】
　また、前記画像表示装置が搭載される携帯電話等において、利用者の操作により、階層
メニューを用いて目的の操作画面へ移行する場合、ボタンに予め割り当てられた操作画面
へ移行する場合、さらには階層メニューの途中から操作画面へ移動する場合等、移行先で
ある操作画面よりも一つ前の画面（前画面）が異なる場合がある。本発明の実施の形態に
係る画像表示装置によれば、電圧設定手段１６が、表示中の画像データの電圧値と次に表
示する画像データの電圧値とを比較し、次に表示する画像データが暗い場合はその電圧値
を下げ、等しい場合は表示中の画像データの電圧値を引き継ぎ、次に表示する画像データ
が明るい場合はその画像データの電圧値を設定するようにした。これにより、画像表示装
置の消費電力を効果的に削減することができる。また、昇圧回路１２の出力電圧が低下す
るから、出力電圧低下とそれに伴う消費電流の増加によって、図１０において説明したよ
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うに、昇圧回路１２の電源効率を改善することができ、昇圧回路１２を含む画像表示装置
全体を含むバッテリ１１端での消費電力を削減することができ、バッテリ１１の長時間使
用が可能となる。また、このように有機ＥＬディスプレイ１３への印加電圧を低下させる
ように制御することで、有機ＥＬディスプレイ１３自体の長寿命化も期待できる。
【００５１】
　また、例えば、利用者が階層メニューを用いて目的の操作画面へ移行する等して、階層
が深くなると、操作画面が表示される間隔よりも利用者による操作の間隔の方が短くなっ
てしまうことがある。この場合、画像が表示された直後に、その次の画像が表示される。
本発明の実施の形態に係る画像表示装置によれば、電圧設定手段１６が、一時的に表示さ
れる画像データの電圧値を強制的に１／２に落とすようにした。これにより、一時的に表
示される中間画像は、輝度を押さえた暗い画像として極めて短い時間のみ表示されること
になる。しかし、利用者は中間画像の次の画像が表示されることを期待しているから、暗
い中間画像の表示によって違和感を受けることがない。したがって、利用者に違和感を与
えることなく、画像表示装置の消費電力を効果的に削減することができる。これは、連続
的に画像表示が切り替わる場合に、極めて短い時間のみ表示される画像に対して適用する
ことができる。また、次の画像２の表示が完了する前に、さらに次の操作がなされた場合
にも、その画像２の表示に対しても適用することができる。
【００５２】
　なお、本発明は、前述した実施の形態にのみ限定されるものではなく、幾多の変更また
は変形が可能である。例えば、昇圧回路１２の出力電圧制御は、信号処理部１５からの電
圧印加タイミング信号に限らず、垂直同期信号に同期して行うこともできる。
【００５３】
　また、前述した実施の形態では、電圧設定手段１６が、ＲＡＭ１７に格納された設定電
圧テーブルを用いて、画像データの電圧値を設定するようにしたが、この設定電圧テーブ
ルのデータは、利用者により任意に設定できるようにすることもできるし、消費電力に関
係する要因（例えば、昇圧回路１２の入力電圧）に応じた複数のテーブルを格納して、そ
の要因に応じたテーブルを選択して使用するようにしてもよい。また、電圧設定手段１６
は、設定電圧テーブルを用いることなく、所定の演算式を用いて画像データに基づいて電
圧値を算出するようにしてもよい。つまり、画像データに対応する電圧値を設定すること
ができればよい。
【００５４】
　また、前述した実施の形態において、電圧設定手段１６は、図６に示したステップ３０
７にて、設定電圧テーブルから取得した電圧値よりも１Ｖ低い電圧値に設定し、ステップ
３１５にて、設定された電圧値を１／２に一時的に再設定するようにしたが、これらの値
（１Ｖ，１／２）に限定されるものではなく、利用者は任意に設定することができる。こ
の場合、元の電圧値よりも低い電圧値に設定または再設定することができればよい。
【００５５】
　さらに、本発明は、有機ＥＬディスプレイに限らず、ＬＥＤディスプレイ等の他の自発
光ディスプレイを昇圧回路を用いて駆動する場合も有効に適用することができるとともに
、携帯電話やＰＤＡ等の携帯端末に限らず、商用電源を整流する直流電源を用い、その出
力電圧を昇圧回路で昇圧して自発光ディスプレイを駆動する場合にも有効に適用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】輝度平均値に対する設定電圧テーブルを示す図である。
【図３】有機ＥＬディスプレイにおける印加電圧に対する輝度変化特性を示す図である。
【図４】図１に示す画像表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】画像表示装置の第１の表示例を示す図である。
【図６】図１に示す画像表示装置の動作の詳細を示すフローチャートである。
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【図７】画像表示装置の第２の表示例を示す図である。
【図８】画像表示装置の第３の表示例を示す図である。
【図９】画面表示装置の第４の表示例を示す図である。
【図１０】ＤＣ－ＤＣコンバータからなる昇圧回路の電源効率特性を示す図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１１　バッテリ
　１２　昇圧回路
　１３　有機ＥＬディスプレイ
　１４　ＣＰＵ
　１５　信号処理部
　１６　電圧設定手段
　１７　ＲＡＭ
　１８　フレームバッファ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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